








研究目的 

未熟児をはじめとするハイリスク児の予後の改善に集中治療の果す役割は大きい。しかし

ながら,児の予後の改善とは逆にこれまであまり見ることのなかった疾患が問題となって

来ているように,未だその管理には検討すべき課題も多く,心身障害発生防止の観点からよ

り細心な配慮を必要とする。 

本研究班はこれらに沿って,(1)呼吸管理,(2)体液管理,(3)児の予後,(4 未熟児網膜症の 4

課題について研究をすすめるとともに,将来の衛生行政の参考に供しうる結論を得ること

が目的である。 


